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注射針はゴム栓にまっすぐ奥まで刺し、正しく取り付ける
必ず空打ちをして薬液が出ることを目で見て確認する

どうしてもまっすぐ取り付
けることができない場合、
利き手で注入器を持ち、
注入器の方を注射針に刺す
ようにすると正しく装着し
やすくなります。

本当に、注射針はまっすぐ装着できていますか？
注射針を正しく装着したと思っても、注射針の後針（注入器のゴム栓に
刺さる針）がゴム栓以外の部分に接触した場合、以下の写真のような
事象が認められる場合があります。

使い慣れているし、
いつも通り注射針をまっすぐ取り付けたし大丈夫！

金属キャップの傷 折れた後針が刺さっている 後針の折れ曲がり 後針の破損

「液が出ない、注入ボタンが押しづらい、押せない」という場合、多くは
「注射針が正しく装着されていない」ことが原因です。

注射針を注入器に取り付ける際の留意点

正しい注射を行うために

ノボ ノルディスク ファーマ株式会社の糖尿病関連製品をご使用の皆様へ

参考

弊社製品のご使用でお困りなことがございましたら、こちらをご検索ください。
適正にご使用いただくための資料（ノボケアニュース）を掲載しております。 ノボケアニュース

斜めから
刺してしまう


